
66 滑　　息　　ヒ 雑　　報

　ユ912年のチツ7i彗星［弼40日前に

　1914・年のデラヅン彗星じ工300日前に

心見されブこビいふ例が無いで11無いが．

多分此のコマスソラ彗星ば1927こ口年宋

頃まで観測されるであらう・

◎さ9（：エ925kの彗星くピ外見しt：」4’Jレク

氏（ボーランド國〃ラコヰ大學天為墓の）

lt，去る玉923年九月一日21時46分（萬國

時）に

　赤経15h53．皿2赤経＋3。5’（1855年の

分占）の位置に彗星らしいものな一つ見

付け評定いふ電報が隊洲の或る．天文豪に

（t迭られすご・星の光度li6。0等だつ7こミい

ひ，又，之れに4分時間に1。づっ東へ
蓮動してみすこ亡いふ報皆なので，聞いナこ

人に皆驚い7：が，其の後何の報告も無い

ので，多分之れ，1ち何かの誤りか，又に

一流星の破片か，：或ば極光の一片であっ

ナこのかも知れない・（ちt古い話であろ

が，1916年五月四日にもペライン教授7こ

ちが，僅か数時間の間，天に同様な奇怪

なもの々科すこitいひ，ミスEグランシー

に軌蓮計算までmpつ7ここビがあっナこけれ

ε・，apii［り，誰も其の後之れ馬込なかっ

すこので，翻れが本統の天主であっナこか否

かは今だに鋼明しないま、になってみ
る・）

◎ニウツミン彗星，（1916　II）が近づV’て

來ナこ筈なので，「今にも誰かにi隻見され

ろだらう」t，各國の學者［i期待してみ

る．』島の彗星に1916年二月24日にロシ

アのニウ」’ミン（Neujmin）氏が獲酷し轟

もので，同年の六月まで襯測が行にれ，

其の結果，週期5．湖山の彗星であろこt

が知れすこ・1921年にぱ，地球定の位：置の

都合上，獲見されなかつ距が・琵度艮観

測に都合悪くないから外見に可能性が多

い．東京の紳田氏からの報知によれ1ゴ，

近日黙通ra［t多分1927年一月入日らしく

其の豫想位置は，去る十一一一・月頃にしS

座，同十二月に艮おとめ座に入り，1927

年一月中，スピカ星の附近か西西南へ順

行中である．坦し，光度ti12等級の程度

であろから，60センチ以上の反射鏡で無

けれ！ゴ潮望に困難であらう・

◎近着幸艮によればニウ＃y’ミン圭集星ば獲見

されナこ．獲見者ば又ニウツミン氏，場所

（tロシア國シメイス天文嘉．時1工1926年

十一月五日1畔37．9分（萬湯煎）・星口：

赤経10h10m56s赤緯十18。29’分黒占1926・0

光度ii14・5・但し急激に轡酷しつつある．

近日黙通過［工玉927年一月16・5日（萬國時）

に近い．本會プVテン第盤號な見られよ・
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O木星の四衛星の攣光来國で天

禮光度測定の大家工Stebbins（ステビン

ス氏一ヰスコンシン大鳥天丈墓長）氏

が，1926年の夏，ヵ））フナニァのリク天

丈壷に潜在し精密な光電光度計（Pho－

toelectric　photometer）で観測し7：　tころ

によるミ，木星の四つのガ可ソナ衛星に

何れも多少の愛光星であって・其の攣光

週期に公訴週期定等しいものらしい・即
ち，

　　衛星　　　週　期　　憂光の範國

　　1　　　1．77日　　0．24級

　　2　3．55　O．30

　　3　7．17　O．13
　　4　16．75　O．10
又，位相によう燈光に

　第2衛星に　位相角10につき0．13等級

　第3衛星同　 α13

　第4衛星同　 0・25

　第1衛星　　（齪測不充分）

しかるに

　我が月lt　位相角10（tつき　O．11ge級

であろ・要ずる｛：thの四つの衛星it種々

の黒崎に於いて月S同僚のものらしい・
（Pub．　A．　S．　？．　225）
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Oヰルソン山かちの覗盛観
心迷だよ亘）　最：近，同天償却のA，Van

Maanen（g“ンse　一ネン）博士が報告し7こ

所に旧るS，ドイy國ハ／デiVペルヒ天
丈豪のM．Wolf（チルフ）氏が以前力斗ら

多く獲表してみる大固有蓮：動9：he測定し

覗差，固有蓮動，継i封光度妙な決定し7；

其の結果に，

　　星　簸点差
VV’olf　lO56　12．9　O．UO78

同11013．20．042
同43712．70．107
同61116，00．032
同61214．70．032
同　　1ユ06　　13．4　　0．040

紹封　固有
光度　運動
十12．4　1．”69

十11．3　2．43

十12S　1．03

十13．5　1．5G

十i2．2　1．43

斗・1L4　　2．14

皆我が太陽系から100光年以内にある近

い星であるが，千慮光度　何れもIO等級

以下tいふ珍らしいものばかり・（我が
太陽の紹封光度ば＋4・9）

　又，ボン調査の中のB．D，一12。4523ミ

いふ九等孚の一帰属な，W．　S．　Adam（ヰ

ルソン山土穿霊長プダムス）氏が
「紹醤光度が非常に小さいものらしい」

Sの豫想の下に，前記ヴンマ・一ネン氏に

覗差槻測ゐ9俵照し7：・其の結果，

　上略it　　　O・”350（帥ち距離9．3光年）

　絶i封光度lt　十12・2等級

εなつ7こ・アダムス，ジョイ爾氏が星の
スベ〃1・ル槻測から得7こものtt，

　三差　0・”344，　　素封光度　＋11．8

Sなり，ヅンマ・・一ネンのものSよく一致

する・一此の星に覗差の大きい；t，

郎ち距離の近い黙に於いて，全天1：於け

る第6番目の星である．即ち

　　　　　最近距離の恒星表

番號　　星　　名　　光度

1　センタウル三三105
　　近星　　　　　　　ny

2
3
4
飼
り
6

同　　ア星　　　0．3

バ師ナード星　　9．7

きりん座H22番：星7．6

シリウス　　　一1．6

B，　D．一i204523　9．5

　ヅンマーネン氏ば，

寂寂

O．”802

0．　ri　59

0．533

0，403

0．376

0．350

距離
（た年）

4．07

4．30

6．12

8．09

8．67

9．31

　叉，　　　　　　　　1913年に現lt
れ7：tv座新星の覗差な測定し7：．結果［工

　覗差＝0”013　距離＝251光年
である・故に託の新星が爆記しナこのに西

暦1662年のこ’L？であっア：，のだ！！
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0諏訪芒ヰルソン山Nの太陽
観測比較諏訪で［i三澤勝衛氏が毎日

太陽黒黒占を数へ，之れな本會のプソテン

に獲表して2）る・来國ヰルソン山上で黒

川個々の位置亡磁力定為測定してみる．

何れも黒貼群にに番號な附してみろが，

最：近報により，1926年七月書同八月分の

ものtJe比較して見るt，
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